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皆さん、こんにちは。ブリヂストンスポーツ所
属の神尾と申します。まず、体育学部創立 50周
年記念おめでとうございます。

先ほど、島村先生からご紹介をいただきました
が現役を引退して 11年が経ちました。きっと皆
さんは私がプレーしているという姿を見たことが
ないという方が多いのではないかと思いまして私
が現役だった頃の映像を流させていただいており
ます。

先生方のように、いろんなことを研究したデー
タや資料ではなく、自己PRのビデオになってし
まったようで、ちょっと心苦しいですが、さらっ
と見ていただければな、と思います。

私は子どもの頃からスポーツ一筋、テニス一筋
の生活を送ってきました。その中で、強い選手に
なるためだけではなく、人として大切なこととい
うのをたくさん学んできたのではないかな、とい
うふうに思っております。そのスポーツを通じて
学んできたことは、強い体を作る、ということだ
けではなく、人として大切な礼儀やマナー、挨拶
というのを、コーチや、両親、家族に教えられて
きたのだと思っております。

いま、私は引退をして、楽しむテニスを広めよ
うと全国を回って、クリニックやイベントをして

います。対象者は４歳のこどもからおじいちゃん、
おばあちゃんたちを相手にテニスをしています
が、そのなかで、一番強く感じるのは、あいさつ
ができるこどもたちが非常に少なくなってしまっ
たなというをイベントのなかで強く感じます。

それは、なぜなのだろうかと、私はスポーツを
通じて、礼儀やマナーを教えてもらったはず、で
すから、スポーツをやっているこどもたちはみん
な礼儀正しくて、あいさつもきちっとできるので
はないかというふうに思っていましたが、テニス
をして3年も4年も経っているのに、あいさつで
きないというこどもたちが多いのです。コートの
中では、コーチや先生たちが、そういう礼儀やマ
ナーを教えてあげないといけません。両親が教え
てあげるべきことと思いますが、ただ、コートの
中に入ってやっているのは選手、こども一人、こ
どもだけですから、一人になったときに、どれだ
け自分を表現できて、きちっと礼儀やマナーを守
ってテニスをできるかというのがとても重要にな
ってくるのではないかと思います。大抵、一人に
なったときには、何もできなくなってしまう。お
友達と会話をすることも、先生と会話をすること
もできなくなってしまう。そういうこどもたちが
多いように感じます。

こどもとスポーツ教育の未来
元プロテニスプレイヤー
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の仕事に挑戦させていただいたのですが、忍耐力
といのはテニスのプロ生活以上に必要なことだっ
たというジャンルもあります。ですから、こうい
うものも、スポーツを通じて、こどもたちに教え
ていってほしいなと感じます。

それから、最後にもう一つ、スポーツを通じて、
考える力というのも、学ぶことができると思いま
す。上手になりたい、強くなりたいと思ったらが
んばる力が出てきます。お友達に負けたくないと
いう気持ちからもがんばる力は出てきます。では
どうしたらかんばれるのかな？と考えたとき、子
供達の体の中から出てくるパワーが必要になって
きます。体のパワーと心のパワーです。

では、そのパワーはどうしたら持てるのかな。
体調管理が大切になってきます。しっかりとした
食事、睡眠、そして息抜きやリフレッシュも必要
だということがわかってきます。スポーツに接し
ていく中で自分の有用性を高めていくことができ
るのではないかと思っていますので、このスポー
ツ教育学科というのを有効活用し、そこでたくさ
んのみなさんに勉強して頂き、たくさんのいい力
をこどもたちに伝えていってあげてほしいなと思
います。私も、イベント活動をしていますので、
こどもたちにそういうすばらしい力というのを伝
えていければいいのではないかなと感じておりま
す。

この先は、グランドスラムのテニスの実況解説
でコンビを組ませていただいた島村先生からのす
るどい質問もたくさん飛んでくると思いますので
テニスで養った忍耐力を活かし、私も一生懸命、
質問に答えていきたいと思います。ありがとうご
ざいました。

それがなぜなのだろうという疑問を持っている
のですが、その答えが、なかなか今でも見つかっ
ていないというのが正直なところです。そこで海
外を回ってみてこどもの育て方、スポーツにおい
てこどもを育てるというやり方が少し違うところ
があるというのを感じています。テニスにはグラ
ンドスラムという一年間に4つの大きな大会があ
ります。そこではボールガール、ボールボーイと
言って小さなこども達が大人の中に一緒に入って
大会のサポート、選手のサポートをしてくれてい
ます。そこで出会ったこどもたちは何か違ったも
のを持っているように感じました。それは自己表
現がはっきりとできる、大人との会話もしっかり
とできる、そして一番大切なあいさつもきちっと
できるのです。親から離れ一人になっても自分と
いうものをしっかりと持てるというのはどんな世
界でも通用する大切なことではないかと思いま
す。

日本でも大人の世界に子供を入れ、自分自身で
考えていく力やその中でのマナーやルールも学ん
でいけるのではないでしょうか。そういった経験
をどんどんさせてあげて欲しいというのが子供達
の教育の中で一つ増やせたらと感じているところ
です。

私がテニスを通じて学んできた中で、今の生活
にものすごく役に立っているなと思うことがあり
ます。それは、忍耐力、我慢をするという力です。

プロになればいいというだけではなくて、スポ
ーツ人生が終わった後の生活も考えなくてはなり
ません。一人一人の人間性を高めていくといのは
とても大切になってくるのではないかなと感じま
す。テニスの世界を離れて、いろいろなジャンル




